
文部科学省「研究大学強化促進事業」北海道大学
～世界の課題解決に貢献する北海道大学へ～ 平成２５年度配分予定額：２００百万円

「グローバルな研究活動を通して世界の課題解決に貢献する北海道大学」を実現するために、研究戦略企
画の専門職「URA職」の創設などの研究ガバナンス改革を通して、研究人材の多様化の推進、組織連携に
よる国際共同研究の拡大、次世代型産学連携の推進等に取り組む。

1.総長直轄機関
「次世代大学力強化推進会議」の設置

2.「URA（University Research
Administrator）職」の創設と連携

3.「研究力強化推進特例制度」
による改革加速

総長の強力な指導力の下での3つの研究ガバナンス改革

研究力強化の3つの柱

北海道大学の「研究力強化実現構想」が目指す10年後の特筆すべき姿

1.実用化まで一貫支援
2.国内外を問わず社会実装を支援

1.国際共同研究を組織的に支援する体制
2.多様な人材の登用

1.URA職を活用した大学経営
2.トップ主導で強みを活かす大学ガバナンスの実現

1.社会実装に到達できるプロジェクトを5件創出
2.海外研究ユニットを4件誘致、国際的研究拠点を2件創設

3.URA職を核とした研究企画・支援体制構築
4.全学展開可能な研究力強化推進策の確立

5年後の到達目標

イノベーション・
社会実装で先進する大学

世界の頭脳が
行き交う大学

優れた研究ガバナンスを
誇るモデル大学

1.人材の多様化（ダイバーシティ）の推進
若手、女性、外国人等多様な人材が

活躍できる体制の構築

2.先端的な研究成果の創出と世界への発信
優れた研究者の時間を確保するとともに、
組織連携により国際共同研究を拡大

3.課題解決のための社会との連携強化
組織対組織型大規模産学連携と

異分野融合研究による社会の課題解決の推進



北海道大学の研究活動の強みと弱み・課題
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受入額

共同研究１件当たり
受入額別内訳（平成21～23年度）

共同研究件数の80％は300万円
以下。大規模案件の拡大が課題。

件数

留学生数研究活動の強み・特徴

学内に企業研究拠点を設置する組織対組織型の大規模産学連携を実施

先進的な人材育成の取組(テニュアトラック、博士研究者キャリア育成）

研究活動の弱み・課題

教員の多様化が不十分（若手・女性・外国人）

高被引用論文の割合および国際共著率が低い

大型外部資金研究プロジェクトの件数が少ない

研究人材の国際化（大学院生留学生数の拡大）

民間企業との共同研究は受入額が少額のものが多い

研究活動の国際展開の促進（海外派遣研究者数の増加）

海外派遣研究者数



研究ガバナンス改革／研究戦略企画専門職「URA職」の創設

URA室長

教員、事務職員、
技術職員

研究、研究企画、
研究支援を経験した

外部人材

研究担当理事、
産学連携本部、国際本部、人材育成本部幹部
大型外部資金プロジェクトマネージャー

ＵＲＡ室

本部URA
全学の研究
戦略企画立案

部局URA
部局研究
支援

総 長

研究力強化推進本部

立案

推進

検証

次世代大学力強化
推進会議

総長直轄機関

ＵＲＡ室

研究力強化推進特例制度

施策の全学展開
（H30～H34）

人材の多様化の推進

課題解決のための
社会との連携強化

先端的な研究成果の
創出と世界への発信

企画・運用
・分析

方針提示

新しい制度・
施策の先導的実施
（H25～H29）

改革加速・定着のための推進体制 「URA職」の機能とキャリアパス

学内
各部局

URA職機能
• 研究力分析
• 研究戦略企画
• 研究支援強化
• 大型外部資金プロジェ
クト企画、実施支援

• 国際研究展開企画
• 「特例制度」の企画と
学内への浸透

• 異分野融合研究推進
• 社会実装支援
• 国際広報活動支援

産業界
協働

• 教員と事務職員をつなぐ新たな職種
• 研究戦略企画機能をURA室に一元化
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研究力強化の3つの柱による包括的な取組

1.人材の多様化（ダイバーシティ）の推進

外国人研究者の生活環境支援体制の整備

事務職員の海外大学での研修等実施による
国際的事務サポート体制強化

女性研究者支援制度の拡充

外国人博士研究者へのキャリア形成支援の強化

2.先端的な研究成果の創出と世界への発信

海外研究機関の拠点誘致、本学拠点の海外設置の推進

共同研究のための海外長期滞在の促進

3.課題解決のための社会との連携強化
産業界・社会のニーズ把握の推進、

組織対組織型産学連携のための体制強化

研究力強化に必要な制度改革

教職員への年俸制の導入
優れた外国人研究者招へいのための
ダブル・アポイントメント制度の導入

優れた研究者に対する支援制度の整備

研究戦略企画専門職としての「URA職」を創設

自然科学系教員の公募を国際公募を原則とする
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